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14QH2507 
問題  

図－１のような頂部に集中質量m又は２mをもち剛性がＫ又は２Ｋの棒Ａ、

Ｂ、Ｃにおける固有周期はそれぞれＴＡ、ＴＢ、ＴＣである。それぞれの棒の脚

部に図－２に示す加速度応答スペクトルをもつ地震動が入力されたとき、棒

に生じる最大応答せん断力がＱＡ、ＱＢ、ＱＣとなった。ＱＡ、ＱＢ、ＱＣの大小

関係として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、ＴＡ、ＴＢ、ＴＣは図－

２のＴ１、Ｔ２、Ｔ３のいずれかに対応し、応答は水平方向であり弾性範囲内と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ＱＡ＞ＱＢ＞ＱＣ 

2. ＱＢ＞ＱＡ＞ＱＣ 

3. ＱＢ＞ＱＣ＞ＱＡ 

4. ＱＣ＞ＱＢ＞ＱＡ 
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14AH2507 

解説 正答――４ 

建築物の固有周期Ｔ は、次式で求める。 

Ｔ＝２π
Ｋ

m
 〔m：質量、Ｋ：水平剛性〕 

したがって、固有周期の大小関係は、Ｔ ’＝
m
Ｋ

で比較できる。 

棒Ａ､Ｂ､Ｃの固有周期ＴＡ､ＴＢ､ＴＣを求め、設問の図－２から固有周期に応

じた応答加速度を読み取る。応答せん断力ＱＡ､ＱＢ､ＱＣは、質量に応答加速

度 aを乗じて求める。 
Ｑ＝m×a 〔m：質量、a：応答加速度〕 

《固有周期ＴＡ、ＴＢ、ＴＣを求める》 

Ｔ ’Ａ＝
m
Ｋ

 

Ｔ ’Ｂ＝
２

m
Ｋ

 

Ｔ ’Ｃ＝
２m
Ｋ

 

∴ＴＢ＜ＴＡ＜ＴＣ 

《加速度応答スペクトルから応答加速度aＡ、aＢ、aＣを求める》 

ある地震動によって建築物に生じる応答加速度は、建築物の固有周期によっ

て異なる。その関係を表したものが加速度応答スペクトルである。なお、加

速度応答スペクトルは、地震波ごとに異なる。 

棒Ａ、Ｂ、Ｃの固有周期は、ＴＢ＜ＴＡ＜ＴＣなので、設問の図－２のＴ１、

Ｔ２、Ｔ３は、それぞれＴＢ、ＴＡ、ＴＣであることが分かる。 

したがって、aＡ＝0.4ｇ  aＢ＝0.5ｇ  aＣ＝0.3ｇ 

解　説
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《応答せん断力ＱＡ、ＱＢ、ＱＣを求める》 

ＱＡ＝m×aＡ＝m×0.4ｇ＝0.4mｇ 

ＱＢ＝m×aＢ＝m×0.5ｇ＝0.5mｇ 
ＱＣ＝２m×aＣ＝２m×0.3ｇ＝0.6mｇ 

したがって、ＱＣ＞ＱＢ＞ＱＡとなり、正答は４である。 

 

加速度応答スペクトル

固有周期

応答加速度

０

0.5aＢ

：重力加速度

Ｔ1 Ｔ2 Ｔ3

ＴＢ ＴＡ ＴＣ

0.4aＡ

0.3aＣ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

正答 4


